
チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 〇

② 職員の配置数は適切であるか 〇

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、障がいの特性に応
じ、 事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

〇

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか

〇

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル （目標
設定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 〇

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげているか

〇

・職員間で評価をもとに業務改善
に向け話し合いを行っている。今
後も計画をたてながら、業務改
善に努めていく。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開しているか

〇

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 〇

・外部の有識者等を検討してい
る。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 〇

・定期的に研修に参加をしてい
る。コロナウイルスが５類に引き
下げられたため、外部研修にも
積極的に参加し、質の向上を
図っていく。

⑩
アセスメントを適切に行い、 子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 児童発
達支援計画を作成しているか

〇

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 〇

・新規契約時に、バインランドを
使用し、子どもの適応行動の状
況を図っている。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援 （本人支援及び移行支援） 」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されているか

〇

・個別支援計画にガイドライン項
目を記載し、具体的に支援内容
を記載している。

公表：令和　６　年　１　月　２２　日 事業所名　　ソレイユの森　屯田
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⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
るか 〇

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 〇

・行事等を取りいれたり、運動療
育で子どもたちが関心を抱いて
いる内容をテーマに取りいれ、固
定化しないよう工夫している。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ているか

〇

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

〇

・児童発達管理責任者と話し合
いながら作成した支援経計画を
もとに役割分担を検討し、支援を
行っている。

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

〇

限られた時間ではあるが振り返
りを行い、翌日職員間で打ち合
わせを行い、気づいた点などの
共有を行っている。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、 支
援の検証・改善につなげているか 〇

振り返った内容を活かし、記録を
とり、支援にいかすよう努めてい
る。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断しているか 〇

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

〇

・事前に職員間で共有した内容
を担当者会議で話すようにして
いる。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っているか 〇

・連携しながら支援を行ってい
る。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を
整えているか

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校 （幼稚部） 等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

〇

・保護者に確認をとってから、支
援内容の情報共有等を図ってい
る。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校 （小学
部） との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか

〇

・保護者の要望があれば、参考
資料を作成するなどし、情報共
有や相互理解を図れるよう努め
ている。

㉗
 他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関と
連携し、助言や研修を受けているか

〇
・積極的に研修を受け、支援に
活かすようにしている。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があるか 〇

・全員で交流することはないが、
外出等で公共の場に行き、交流
する場を設けている。
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㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど も・
子育て会議等へ積極的に参加しているか 〇

・全てに参加できているわけでは
ないが、積極的に参加できるよう
努めている。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

〇

・送迎時や電話等で発達の状況
や課題について共通理解を持て
るよう心がけ、必要に応じて家庭
訪問を行っている。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム （ペアレント･トレー
ニング等）の支援を行っているか

〇

・ペアレントトレーニングの場で
はないが、子どもの状況や対応
を一緒に考えていた。保護者か
らの要望が増えてきているため、
検討していく。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか 〇

・新規契約時、説明を行い、理解
を得たうえで契約を行っている。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これ
に基づき作成された「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明を行い、保護者から児童
発達支援計画の同意を得ているか

〇

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行 っ
ているか

〇

・送迎時や電話等で発達の状況
や課題について共通理解を持て
るよう心がけ、必要に応じて家庭
訪問を行っている。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

〇

・保護者からの要望がでている
ため、保護者会を検討していく。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

〇

・迅速な対応を心がけている。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

〇

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

・鍵のついたロッカーで個人情報
を取り扱っている。職員には誓約
書を作成し、情報漏洩の対策を
徹底している。

㊴
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 〇

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか 〇

・感染予防等を含め、事業所の
みで行事を行いるが、今後は地
域住民の参加も検討していく。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施し
ているか

〇

・訓練は定期的に行い、お便り等
で報告をしていたが、保護者へ
の周知に偏りがあるため、今後
の課題として職員間で検討して
いく。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 〇

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認しているか 〇

・保護者から口頭で報告を得て
いる。
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㊹
食物アレルギーのある子どもについて、示書に
基づく対応がされているか 医師の指示に基づく
対応がされているか

〇

・成分を確認し、おやつを配布し
ている。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 〇

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 〇

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載しているか

〇

◎　この「事業所における自己評価結果」は、事業所全体で行った自己評価です。



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか 36 1

・広々としている空間な
ので活動しやすい。
・十分なスペースがある
と思う。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 36 1

・先生方が多いので一
人一人見てもらえてい
る。
・専門性はわからない
が、職員数が多く安心
できる。

・今後も研修などを受
け、職員のスキルアップ
を図っていく。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境になっているか。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされてい
るか

35 1 1

・活動の種類によって部
屋が違うので子どもに
とってわかりやすい環境
になっている。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

35 1 1

・清潔なイメージを抱け
ている。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されているか

37

・伸ばしてほしいところ
等を聞いてもらいしっか
りとした支援計画がされ
ている。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）
」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が適切に選
択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

36 1

・必要な支援がはっきり
と明記されている。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか 35 1 1

・気になる部分を丁寧に
教えてもらえている。
・子どもに合った支援を
してもらえている。

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 36 1

・子どもに合った支援を
してもらえている。
・色々なイベントがあり
子どもも楽しみにしてい
る。

公表：令和　６　年　１　月　２２　日

保護者等数（児童数）　４９　回収数　３７　割合 　７５．５　％
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⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

35 1 1 5

・聞いたことがない。
・保育園に様子を見に
行ってもらえている。

・事業所に通所している
ことを知られたくないと
いうご意見もでているた
め、保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交
流はないが、祝日など
同年齢の子たちが行く
ような場所に外出をする
機会はつくっている。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか 37

・わからないことを丁寧
に教えてもらえた。
・しっかり説明してもらえ
た。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援内容の説明がされ
たか

36 1

・しっかり説明してもらえ
た。

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等） が行われているか 28 1 1 7

・聞いたことがない。
・ペアレントトレーニング
の場ではないが、子ども
の状況や対応を教えて
もらっている。
・一番子どもを見てもら
えている施設なので子
どもを理解してもらって
いるうえで、ペアレントト
レーニングを受けてみ
たい。
・あるのであれば受けて
みたい。

・今後検討していこうと
思う。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの健康や発達の状況、共通理解がで
きているか

35 1 1

・毎回送迎の時に丁寧
に教えてもらっている。
・連絡ノートにその日の
様子を写真で提示して
もらえて状況がわかり
やすい。
・状況や対応をいつでも
相談できるようにしても
らえている。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか 30 1 5 1

・面談時に育児の仕方
を教えてもらっている。
・働いているため、なか
なか相談をする機会が
少ない。
・面談等の場を設けて
いる訳ではないが、子ど
もの状態や対応を教え
てもらえたり、いつでも
相談できるようにしてく
れている。
・利用したばかりなので
わからない。

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

5 6 10 16

・参加したことがない。
・現状に不満がない。
・長男が利用していた時
にアドバイスを書面でも
らって参考になった。
・なかなか保護者をみ
かける機会がないので
開催されるときには参
加してみたい。

・今後は定期的に参加
の有無を確認しながら
保護者同士の情報交換
の場を提供していく。
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⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されて
いるか

35 1 1

・迅速に対応してもらえ
ている。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 35 1 1

・保護者には配慮があ
るが、子どもに伝わって
いるかの心配がある。
・連絡ノートで把握でき
ている。
・送迎先を変更した時に
職員間で情報が共有さ
れていないと感じたこと
があった。

・職員同士の情報共有
を改めて心がけ、子ども
や保護者との意思の疎
通や情報伝達を行って
いく。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信されているか

36 1

・イベントなどをラインで
配信されている。
・お便りで発信されてい
る。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 35 1 1

・問題ない。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、 発生を想定し
た訓練が実施されているか

30 1 1 5

・年に２回避難訓練を
行っている。マニュアル
についても保護者への
周知、説明を定期的に
行っていく。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 31 1 1 4

・まだ参加をしたことが
ない。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 35 2

・お菓子をとても楽しみ
にしている。
・毎回の通所をとても楽
しみにしている。
・仲良しの子もできて人
間関係も良好で安心し
ている。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 36 1

・体を動かすことができ
てとても満足している。
・先生たちの対応に感
謝している。
・もっと早くから通わせ
れば良かったと思って
いる。
・子育ての相談にのって
もらえたり、子ども自身
も楽しく通えていて感謝
している。
・支援を受けて伸びた部
分が沢山あるので通わ
せてよかったと思ってい
る。
・お迎えに行った時の待
ち時間が長いのでス
ムーズにしてほしい。

非
常
時
の
対
応

満
足
度

◎　この「保護者等からの事業所評価の集計結果」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により

事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切であるか 〇

体操をグループ制にす
ることで子ども一人に対
する部屋のスペースを
確保できるようにしてい
る。

② 職員の配置数は適切であるか 〇

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、障がいの特性に応
じ、 事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

〇

活動中の細かな流れに
ついて写真や絵カード
を用いている。

扉が開き扉で怪我のリスクがあ
る為、利用者に対してドアの開閉
時は職員に声を掛けるよう促しを
徹底ている。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか

〇

掃除を当日中に満足にできてい
ないときがある為、清掃時間につ
いて再度検討する。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル （目標
設定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 〇

回覧という形で共有ができている
が、作成者がどのような思いや
考えで目標設定をしたか等は共
有できていない時もある為、今後
は職員全体で検討する時間を設
けていく。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげているか

〇

評価表だけに関わら
ず、日々の対応やノート
へのコメントを共有して
認識を広げることに努
めている。
昨年度受けたもので、
できる範囲の環境改善
をしている。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開しているか

〇

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 〇

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 〇

できるだけ多くの研修
が受けられるように機
会を設けている。

定期的にどの職員も研修を受け
られるよう、同内容の研修を複数
回実施する等の工夫をしていく。

⑩
アセスメントを適切に行い、 子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 児童発
達支援計画を作成しているか

〇

公表：令和　６　年　１　月　２２　日 事業所名　ソレイユの森屯田Ⅱ
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事業所における自己評価結果児童発達支援



⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 〇

契約時面談にてバイン
ランドを使用。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援 （本人支援及び移行支援） 」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されているか

〇

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か 〇

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇

一日の流れをヘッドが決めてい
る為、個人で立案している。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 〇

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ているか

〇

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

〇

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

〇

今年度から本格的に実
施できている。

短時間でもいいので必要な共有
事項を話し合うことを続けていく。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、 支
援の検証・改善につなげているか 〇

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断しているか 〇

保護者の話を聞く機会をもっと増
やした方が見直しやモニタリン
グ・支援計画の内容も濃いもの
になると感じる。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

〇

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っているか 〇

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

〇

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を
整えているか

〇

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校 （幼稚部） 等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

〇

園によって情報共有の濃さにバ
ラつきがある為、積極的に園との
関係構築に努めていく。

適
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㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校 （小学
部） との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか

〇

㉗
 他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関と
連携し、助言や研修を受けているか

〇
検査結果等の書類はあ
る。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があるか 〇

園行事の見学や活動の
見学を行っている。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど も・
子育て会議等へ積極的に参加しているか 〇

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

〇

日々の様子を保護者対
応時に伝えることができ
ている。

保護者会や事業所について共通
理解をより深められる機会を設
けていく。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム （ペアレント･トレー
ニング等）の支援を行っているか

〇

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか 〇

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これ
に基づき作成された「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明を行い、保護者から児童
発達支援計画の同意を得ているか

〇

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行 っ
ているか

〇

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

〇

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

〇

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

〇

定期的におたよりを配
布している。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

㊴
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 〇

利用者の中で多くいる特性につ
いては認識を深める機会や研修
を設けていく。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか 〇
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㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周
知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか

〇

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 〇

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認しているか 〇

保護者からの伝達が
あった場合は把握でき
ている。

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、示書に
基づく対応がされているか 医師の指示に基づく
対応がされているか

〇

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 〇

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 〇

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載しているか

〇

非
常
時
等
の
対
応

◎　この「事業所における自己評価結果」は、事業所全体で行った自己評価です。



チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか 29 0 0 1

・広くて走り回れるス
ペースがある。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 27 1 0 2

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境になっているか。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされてい
るか

23 4 0 3

・活動の様子を見る機
会がないので分からな
い。
・生活空間としては良い
が、バリアフリー化はど
ちらとも言えない。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

27 1 0 2

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されているか

29 1 0 0

・凄く丁寧に作成して下
さってとても嬉しい。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）
」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が適切に選
択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

30 0 0 0

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか 28 2 0 0

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 30 0 0 0

・マットや鉄棒、跳び箱
等色々な活動がある。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

6 8 2 14

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか 30 0 0 0

・最初にとても丁寧に説
明をしてくれて分かりや
すかった。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援内容の説明がされ
たか

30 0 0 0

適
切
な
支
援
の
提
供

公表：令和　６　年　１　月　２２　日

事業所名　 ソレイユの森　屯田Ⅱ　 保護者等数（児童数）　４１　回収数　２９　割合 　７０　％
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⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等） が行われているか 11 7 2 10

・送迎時にその日の活
動の様子を教えてくれ
ている。
・利用したことがないの
で分からない。
・たまに先生とお話出来
る時や、毎回の写真や
コメントで対応してくれて
いる。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの健康や発達の状況、共通理解がで
きているか

30 0 0 0

・いつもとても丁寧にそ
の日の出来事を伝えて
くれて分かりやすい。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか 26 4 0 0

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

0 3 13 14

・コロナ以降、人が集ま
るイベントは実施されて
いない。
・保護者同士で会う機会
がない。
・イベント等の時、保護
者も参加出来るものが
あればいいなと思う。
・必要と思わないので無
くて問題ない。
・参加したことがない
（やっていない？）
・親子活動があると嬉し
い。
・年に何度かだけでも
やってもらいたい。

今後、親子参加できる
ようなイベントや保護者
同士が関われるような
イベント等を設ける。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されて
いるか

27 1 0 2

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 28 2 0 0

・ノートを通じて、また帰
りの時に詳しく内容を教
えてくれている。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信されているか

27 2 0 1

・毎月おたよりの発行が
ある。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 25 3 0 2

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、 発生を想定し
た訓練が実施されているか

29 1 0 0

・避難訓練はやっている
が、マニュアルは見たこ
とがない。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 30 0 0 0

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 30 0 0 0

・身体を動かす事が楽し
みな様子。
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㉓ 事業所の支援に満足しているか 29 1 0 0

・帰宅後はいつも笑顔
になっている。
・ソファーからジャンプし
たり少し高い所登ってみ
たり、前は怖がっていた
事も出来るようになって
いる。
・成長を感じ、とても満
足している。
・いつも楽しそうなイベ
ントがたくさんあってとて
も満足している。

満
足
度

◎　この「保護者等からの事業所評価の集計結果」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により

事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。


